
療養病床及び一般病床に係る基準病床数の変更について

1.目的

高齢化の進展に伴う医療需要に加えて、新型コロナウイルス等新興・再興感染症や災害

の発生時においても患者が身近な地域で安心して医療を受けられる病床を早期に整備する

ため、医療需要がある圏域について、基準病床数の見直しを行う。

2.背景

○ 今年度病床配分の受付に対し、８つの医療圏より申請が出されたが、区東北部（荒

川区・足立区・葛飾区）は、基準病床数を大幅に上回る申請（473床超過）があった。

○ 地域の意見として、区東北部の地域医療構想調整会議では、配分申請のあった病床

はいずれも地域に必要な病床であり、最大限の配付を要望する意見が出された。

理由）・急速な高齢化に伴う医療需要の増加への対応が必要

・感染症や災害発生時に医療機能を発揮する病床の整備が急務

○ これら地域の実情を踏まえ、新興・再興感染症や災害の発生時にも、地域での医療

提供体制を確保できるよう、基準病床数の見直しを検討することにした。

3.見直し方法

○ 大学病院等の集積する区中央部に患者が多数流出、特に区東北部と区東部が多い。

〇 病床数（7対１入院基本料）や区中央部への患者流出数で比較すると、区東北部は

急性期が不足傾向。

〇 病床数（回復期リハビリ及び地域包括ケア病棟入院料）や区中央部への患者流出数

で比較すると、区東北部及び区東部ともに回復期が不足傾向。

○ これらを踏まえ、以下のとおり圏域間の患者流出入調整により、見直しを図る。

対象圏域：「区中央部」、「区東北部」及び「区東部」

対象とする病床機能：「急性期機能（区東北部のみ）」及び「回復期機能」

資料４－１



○ 区東北部は、基準病床数を上回る病床配分申請が出されていることから、多くの医

療需要があると認められる。区東部は、基準病床数内で配分可能な申請数であった。

〇 区東北部については、医療需要等を勘案し、地域に必要な病床整備を行うため、基

準病床数の見直しを行う。

〇 区東北部の新たな基準病床数は、区中央部との圏域間における患者流出入の調整結

果として、区東北部からの流出分の病床数を上限に、今年度申請病床数のうち、基準病

床数を超過する病床数473床を付加した病床数とする。

4.見直し結果

療養病床及び一般病床に係る基準病床数の変更について

○ 「令和2年度第2回東京都地域医療構想調整部会（令和３年２月開催）」において、

今年度の病床配分申請状況と地域医療構想調整会議で出された意見について報告

○ 「令和2年度第３回東京都保健医療計画推進協議会（令和３年3月開催）」において、

基準病床数の見直し（案）について協議

＜参考＞ 検討経過について
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区分 二 次 保 健 医 療 圏 基準病床数 既存病床数 過（△）不足

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ＝Ｂ－Ａ）

区 中 央 部 千代田、中央、港、文京、台東 6,049 13,303 7,254

区 南 部 品川、大田 8,257 7,940 △ 317

区 西 南 部 目黒、世田谷、渋谷 9,749 9,611 △ 138

区 西 部 新宿、中野、杉並 8,390 10,072 1,682

区 西 北 部 豊島、北、板橋、練馬 14,880 14,434 △ 446

区 東 北 部 荒川、足立、葛飾 10,505 10,022 △ 483

区 東 部 墨田、江東、江戸川 9,446 8,775 △ 671

西 多 摩
青梅、福生、あきる野、羽村、
瑞穂、日の出、檜原、奥多摩

3,342 4,094 752

南 多 摩 八王子、町田、日野、多摩、稲城 11,381 10,754 △ 627

北多摩西部 立川、昭島、国分寺、国立、東大和、武蔵村山 4,322 4,137 △ 185

北多摩南部 武蔵野、三鷹、府中、調布、小金井、狛江 7,067 7,288 221

北多摩北部 小平、東村山、西東京、清瀬、東久留米 5,810 5,495 △ 315

島 し ょ 248 80 △ 168

総 計 99,446 106,005 6,559

都内全域 18,576 21,405 2,829

都内全域 254 378 124

都内全域 132 124 △ 8

※病床配分時には、既存病床数の補正により配分数が変わることがある。
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東京都保健医療計画上の既存病床数の状況

令和３年２月１日現在
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高齢化率の推移（区中央部・区東北部・区東部及び全区部） 参考資料２－１

＜出典＞東京都総務局「東京都世帯数の予測」（平成３１年３月）



人口推計（区中央部・区東北部・区東部及び全区部）

＜出典＞東京都総務局「東京都世帯数の予測」（平成３１年３月）
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医療機関所在地
ベース

5235.0人/日
※2040年：5722.4人/日

患者住所地
ベース

2087.4人/日
※2040年：2429.3人/日

医療機関所在地
ベース

3514.9人/日
※2040年：3859.6人/日

患者住所地
ベース

2032.7人/日
※2040年：2381.7人/日

出典：「東京都地域医療構想（平成28年7月）」（P49.50より抜粋）

＜区中央部＞ 2025年における4機能ごとの流出入の状況

急性期機能

2 0 2 5 年 推 計 患 者 数 と 流 出 入 の 状 況

3147.6人/日流入
（流入） 4015.4人/日
（流出） △ 867.8人/日

流 入

1 597.4人/日区東北部

2 552.9人/日区東部

3 498.9人/日区西北部

流 出

回復期機能

2 0 2 5 年 推 計 患 者 数 と 流 出 入 の 状 況

1482.2人/日流入
（流入） 2654.2人/日
（流出） △1172.0人/日

流 入

1 414.3人/日区東北部

2 344.6人/日区東部

3 344.5人/日区西北部

流 出

1 区西部 149.7人/日
2 区東部 94.0人/日

3 区西北部 86.5人/日

1 区西北部 143.7人/日

2 区西部 142.6人/日

3 区東部 104.5人/日

参考資料３


	04-1　資料4-1 基準病床数の変更について.pdfから挿入したしおり
	(参考資料２)＜区中央部＞４機能ごとの流出入状況（急性期・回復期） (002).pdfから挿入したしおり
	01_表紙.pdfから挿入したしおり
	 表紙




